
 

 

令和 8 年 1 月 30 日 

 

報道機関 各位 
 
                         熊本大学 

「世界で最も影響力のある科学者トップ 2％ 

（2024 年版）」に本学研究者 59 名がランクイン 
 

スタンフォード大学とElsevier社が共同で作成した「Updated science-wide 

author databases of standardized citation indicators（2024年版）」において、

2024年の論文被引用回数をもとに算出したランキングでは、本学学長をはじ

め、工学部長、医学部長、薬学部長、病院長、先進マグネシウム国際研究セ

ンター長などの部局長や各分野を代表する研究者計59名がランクインしてい

ます。（本学のランクイン者一覧は別掲資料をご参照ください） 

ランクイン数を機関別にまとめた独自の集計では、国内大学の中で 16位、

国立大学の中で13位となりました。また、本務教員数あたりの選出者数 *で

算出したところ、国内大学10位、国立大学8位となりました。 

 

このデータベースは、Elsevier社が提供する抄録・引用データベース

「Scopus」に 収録されている1960 年から2024 年に発表された論文につい

て、22 の科学分野と174 のサブ分野において、少なくとも 5編以上の論文を

発表している世界中の1000 万人を超える研究者を対象として、被引用指標

等を統合した指標により上位2％を抽出するものです。  

 

本学は、今後も研究環境と支援体制を充実させ世界水準の研究を推進する

とともに、研究成果を社会課題の解決へとつなげる取組を一層進めてまいり

ます。 

 
*本務教員数は、大学改革支援・学位授与機構（NIAD）公開「大学基本情

報」に記載の本務教員数2024年度の値及び「大学ポートレート」に記載の教

員数を参考に算出。順位は、本ランキングに選出された人数が10人以上の大

学について、[選出者数÷本務教員数]で算出した値が大きいものから順位付

けしたもの。（独自集計） 

 

<本ランキングの算出方法> 

〇被引用数、h-index、共著調整hm-index、著者順（単著・筆頭・最終著者な

ど）の違いに応じた論文への被引用数、そして複合指標（C-Score）を算出 

〇研究者は、標準的なScience-Metrix分類に基づき、22の科学分野および174

のサブ分野に分類 



〇論文数が5本以上のすべての研究者について、分野別・サブ分野別のパー

センタイル（百分位）を算出  

〇選定は、C-Score（自己引用を含む／含まない）の上位10万人、またはサ

ブ分野におけるパーセンタイル順位が上位 2％以上の研究者 

 

※C-Scoreとは 

C-Score（複合指標）は、次の6つの指標を対数変換（最大値で0–1に正規

化）した値を合計して作成されています。 

■使用する6指標（例： career-long 版／ single-year 版でも同じ枠組み）  

NC：総被引用数（ total citations） 

H：h-index 

Hm：共著調整hm-index（Schreiberのhm-index） 

NCS：単著論文への被引用数  

NCSF：単著または筆頭著者論文への被引用数  

NCSFL：単著・筆頭・最終著者論文への被引用数  

（出典： John P.A. Ioannidis, August 2025 data-update for “Updated science-

wide author databases of standardized citation indicators”（2025）より引用し編

集） 

 

 

 

【本件に関するお問い合わせ】  

熊本大学経営企画本部  IR担当  

メールアドレス： ir@jimu.kumamoto-u.ac.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【別掲資料】  

「2024年の被引用回数に基づくランキング」区分の  

研究者名、分野名及び分野内順位＜位/人中＞（自己引用を含む）  

 


